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する（第Ⅰ章 第 1節）． 
 
【検討課題 2】 怪我の心理的体験に関する研究動向と課題の検討 
 受傷アスリートの心理的変容プロセスに関して，怪我の受容を中心とした先行研究を概
観する．そして，怪我の受容へ向けて受傷体験がどのように理解され，課題が提示されて
きたのかを検討する（第Ⅰ章 第 2節）． 
 













（第Ⅳ章 第 1 節）と，心理サポートを行ったチームの高校生アスリートと監督，MT 指導





































































は以下の MTと SCも多少なりとも含まれている． 
 

















レーニング）や広義の MT（MMや SCも含めた MT）として使われていたりする場合があり，
























































































を余儀なくされた受傷経験をもつ大学生アスリート 5 名（平均年齢 20.80 歳，SD=1.33）を










































A 19 女性 11年 地区インターカレッジ出場 18歳 10ヶ月
前十字靭帯断裂，
半月板損傷
B 20 女性 6年 地区インターカレッジ出場 20歳 4ヶ月 種子骨骨折
C 23 女性 11年 地区インターカレッジ出場 20歳 5ヶ月 肩靭帯損傷
D 21 男性 6年 インターカレッジ出場 17歳 2ヶ月 大腿肉離れ

































































































 ここでは，本研究対象者 5 名のインタビュー内容を提示する．インタビュー事例の提示
に際しては，まず Inf. の性別，受傷時年齢，傷害名を記載し，インタビュー内容を時系



















































 高校時代にほとんど怪我をしたことはなかった Bだったが，大学に入学してから 1年生



































































タイプ」だったが，Y には「すぐ見抜かれるんですよ，だからたぶん Y さんには言ってい
た，色々，家のこととかも含めて，（中略）唯一甘えられる人」と語り，Yの存在を契機に
他人に頼るということを経験した． 





































































































































































































































































































































































































































































































































































を＜ ＞，その他補足を（ ）とする． 
 
第Ⅰ期：手術直後（#1）〜病院中心のリハビリ期間（#5） 















#2 X年 10 月中旬 


















































































































































































#15 X+1年 6月上旬 






















































































































































#24 X+2年 5月中旬 
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/1 回/w，全 11 回）を実践したところ，精神的安定・集中と自信，筋感覚イメージが向上
したことを報告した．また，古（2011）はジュニアトランポリン競技選手を対象に心理サ


























⑵ MT 塾について 
講習会形式の MT を「MT 塾」と称し，実施した．MT 塾の期間は，X 年 5月下旬〜X年 7月
下旬で，毎週 90 分程度の内容を全 9回行った．MT 塾はスポーツ心理学を専攻する教員と
学生の 6 名（スポーツ心理学会認定 MT 指導士 1名）が実施した． 
参加者は，実施する大学内に MT 塾のポスターを掲示し，募集した．その結果，学生アス







れは，MT に関する知識やワーク内容の説明などの【導入】が約 15〜20 分，作業やシェア





















 個別サポートで担当した学生アスリート 2名である． 









































































































 ここでは，2 名の個別サポートの内容を記す．個別サポートは，G と H 共に 3 回行われ








































































































































































































































































か」という RQ に対し，学生アスリートは「MT 指導者との関係性によって自己と向き合い，
競技に必死に取り組むことで過去の自己を受け入れ，自分らしさを確かめていく」という
仮説的知見を導き出した（Fig. 4-2）．  
 
1-5. まとめ 
 本研究では，学生アスリートの体験を MT 指導者との関係性に着目し検討した．導き出さ























































































































（MacKinnson,2011；Leanne and Jamie,2013），SMT 指導士が監督とどのように関係性を
構築するかは，アスリートを支援する上で重要であるとされている．特に，高校生を対象














































































子，平均 16.29 歳：介入当初，球技系競技種目）であった． 
 介入の経緯は，Z高校で MT の講習会（本研究者と別の者が実施）を行った際，監督（K：
男性，40 代）から「部活動を見てほしい」と依頼があり，また MT 指導者も初学者として
サポートをしたいという思いがあり，両者の希望が重なって MT を行うこととなった．また
































































 MT 開始時に，高校生アスリートと監督に対して，本研究の目的を「MT による変化をみ




























定した．本研究は，「MT における関係性はどのように変容するのか」という RQ を基に，
三者関係の変容プロセスを導き出すことを目的にしていることから，分析テーマを「MT に
おける三者関係の変容プロセス」とした．また，分析上の視点として分析焦点者を設定し
た．本研究では MT における三者の関係性を検討することから，「MT を専門とする指導者」，





































































































果，最終的に 11 個の概念を生成した（Tab. 4-5）． 
 以下に，導き出された概念および定義を中心に，事例の内容を≪高校生アスリートと監
督の関係性≫と≪高校生アスリートと監督に対する MT 指導者の視点≫に分けて示す．な
お，カテゴリーを≪  ≫，概念を【  】，概念の定義を〈  〉，具体例を“  ”，




























































































































































































⑵ 高校生アスリートと監督に対する MT 指導者の視点 
























































































































































































































































































































































































































基に，4つの rq を設定し検討を行った．まず，rq1 と rq2 を基に，アスリートにとっての
受傷体験がどのような意味を持つのかを「関わり」に着目して検討した（第Ⅲ章）．次に，
































1. アスリートの心理的課題と身体の関連性の検討（第Ⅰ章 第 1節） 
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l （自分では）辞められなかったですね，多分．多分，同期 B とかには話していたんですけど，全部，授業とかも





















































































































































































































































































































































































































































































































































l 全国大会が 8 月だったので，2 ヶ月しかなかったので，1 ヶ月は全力で治すってことで，全く動かず，治療に専







































































資料 2 「継続的インタビューによる怪我の受傷プロセスの検討」（第 3章 第 2節） 
 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資料 3 「アスリートと MT 指導者の関係性の検討」（第 4章 第 1節） 
 
 










































































































































































































































































































































































l MT 指導者は監督から MT を完全に任されてしまうが，高校生アスリートと監督との双方の関係性を重要視し，ま
た，監督に高校生アスリートの指導を頼られすぎないように自己の専門領域の範囲のみで指導を行う． 
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